
彙
　
報

◇
展
示
開
催
の
記
録

○
平
成
三
〇
年
五
月
一
四
日
～
六
月
八
日

　

春
季
展
示
「
琉
球
貿
易
図
屏
風
を
た
ど
る
―
近
現
代
沖
縄
の
風
景
―
」

○
平
成
三
〇
年
八
月
三
日
～
九
月
二
八
日

　

夏
季
ミ
ニ
展
示
「
館
蔵
絵
ビ
ラ
・
引
札
展
」

〇
平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
五
日
～
一
一
月
一
六
日

　

企
画
展
「
菅
浦
文
書
国
宝
指
定
記
念　

中
世
近
江
の
惣
村
文
書
」

　

企
画
展
関
連
講
演
会
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
四
日
）

　
　
「
菅
浦
と
大
浦
の
堺
相
論
～
中
世
村
落
社
会
の
実
像
～
」

長
浜
市
市
民
協
働
部
学
芸
専
門
監　

太
田
浩
司
氏　

　
　
「
近
江
商
人
の
源
流
と
し
て
の
今
堀
」　

本
学
教
育
学
部
教
授　

宇
佐
見
隆
之
氏

　
　
「
近
世
の
菅
浦
村
と
古
文
書
に
つ
い
て
」　　
　
　
　
　
　
　
　

青
柳
周
一

　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
柳
周
一

　

史
料
館
で
は
「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」
を
二
年
に
一
回
、
春
季
展
示
で
公
開
し
て

き
て
お
り
、
本
年
度
は
そ
の
年
に
あ
た
る
。
今
回
は
、「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」
に

一
九
世
紀
頃
の
琉
球
王
国
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
そ
の
後
琉

球
が
「
琉
球
処
分
」
に
よ
っ
て
沖
縄
県
と
し
て
日
本
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
、
現

代
へ
と
至
る
過
程
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
風
景
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
た
ど
る
内

容
の
展
示
を
企
画
し
た
。
こ
れ
は
、
本
年
が
「
明
治
一
五
〇
年
」
に
当
た
る
こ
と

も
あ
り
、他
府
県
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
明
治
を
迎
え
た
琉
球
／
沖
縄
を
通
じ
て
、

近
代
以
降
の
歴
史
を
捉
え
直
す
と
い
う
意
図
に
も
基
づ
い
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、一
八
五
六
年
の
『
ペ
リ
ー
日
本
遠
征
記
』に
掲
載
さ
れ
た
ペ
リ
ー

艦
隊
に
よ
る
琉
球
来
訪
時
の
挿
図
や
、
一
八
七
九
年
の
沖
縄
県
設
置
以
降
に
撮
影

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
真
か
ら
、「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」
の
中
に
見
ら
れ
る
の
と

同
じ
場
所
の
も
の
を
選
び
、そ
れ
ぞ
れ
パ
ネ
ル
化
し
て
展
示
し
た
。こ
の
う
ち
『
ペ

リ
ー
日
本
遠
征
記
』
は
本
学
図
書
館
所
蔵
の
完
全
復
刻
版
を
、
近
代
の
写
真
に
つ

い
て
は
那
覇
市
歴
史
博
物
館
の
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
公
開
し
て
い
る
も
の

を
使
用
し
た
。
あ
わ
せ
て
一
九
世
紀
半
ば
頃
に
欧
米
諸
国
か
ら
琉
球
へ
派
遣
さ
れ

た
者
た
ち
の
上
陸
や
、
ペ
リ
ー
と
幕
府
と
の
交
渉
な
ど
に
関
わ
る
情
報
が
記
さ
れ

た
古
文
書
も
数
点
展
示
し
た
。
ま
た
近
代
の
写
真
と
同
じ
地
点
を
近
年
撮
影
し
た

写
真
も
掲
示
し
て
、
現
代
へ
至
る
風
景
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

　

観
覧
者
数
は
八
一
八
人
（
学
内
五
三
五
人
、
学
外
二
八
三
人
）
で
あ
っ
た
。
大

学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
で
の
見
学
は
昨
年
と
同
様
の
ク
ラ
ス
数
で
あ
っ
た
。
な
お
青
柳

は
春
学
期
開
講
の
教
養
教
育
科
目
「
日
本
の
歴
史
」
の
内
容
と
展
示
に
関
連
性
を

持
た
せ
た
上
で
、
受
講
生
に
は
観
覧
を
課
し
、
琉
球
貿
易
図
屏
風
の
実
物
を
見
る

よ
う
に
促
し
た
。
史
料
館
で
の
展
示
お
よ
び
収
蔵
史
料
を
授
業
内
容
へ
有
効
に
組

み
込
む
と
い
っ
た
実
践
を
通
じ
て
、
学
生
に
史
料
館
へ
の
興
味
関
心
を
持
た
せ
る

試
み
は
、
他
の
教
員
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
今
後
も
継
続
す
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
五
回
実
施
し
、
参
加
者
は
平
均

一
四
・
四
人
で
あ
っ
た
（
昨
年
は
六
回
・
平
均
一
六
人
）。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
年
二
回
の
企
画
展
示
に
加
え
、
夏
季
に
も
ミ
ニ
展
示
を
開

催
し
て
い
る
。滋
賀
県
温
暖
化
対
策
課
か
ら
の
、関
西
広
域
連
合
と
連
携
し
た
「
み

ん
な
で
お
出
か
け
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
協
力
す
る
た
め
に
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
昨
年
は
パ
ネ
ル
や
模
型
等
の

展
示
で
あ
っ
た
が
、今
年
は
館
蔵
引
札
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、未
公
開
で
あ
っ



一
一
九



た
絵
ビ
ラ
を
一
九
点
展
示
し
た
。
個
人
の
観
覧
者
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
高
校
生
の
団
体
見
学
で
は
、
綺
麗
な
図
柄
に
見
入
る
姿
も
見

ら
れ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

秋
季
企
画
展
は
、
菅
浦
文
書
が
国
宝
指
定
さ
れ
た
（
三
月
に
答
申
が
出
さ
れ
、

一
〇
月
三
一
日
に
官
報
で
告
示
）
こ
と
を
記
念
し
て
、
史
料
館
で
収
蔵
す
る
中
世

文
書
（
菅
浦
文
書
、
今
堀
日
吉
神
社
文
書
、
大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
、
伊

藤
晋
家
文
書
）
を
特
集
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
展
示
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
基
盤
研
究
（
Ａ
））「「
菅
浦
文
書
」
の
総
合
調
査
及
び
村
落
の
持
続
と
変
容
の
通

時
代
的
研
究
」
と
の
共
催
で
あ
る
。
ま
た
展
示
史
料
の
選
定
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ナ
ー
説
明
文
の
執
筆
な
ど
は
、
宇
佐
見
隆
之
先
生
に
担
当
い
た
だ
い
た
。
な

お
伊
藤
晋
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
堀
井
助
手
が
担
当
し
た
。

　

展
示
し
た
史
料
は
、
菅
浦
文
書
を
九
点
、
今
堀
日
吉
神
社
文
書
を
六
点
、
大
嶋

神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
を
四
点
、
伊
藤
晋
家
文
書
を
三
点
で
あ
っ
た
。
菅
浦
文

書
、
今
堀
日
吉
神
社
文
書
、
大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
が
史
料
館
展
示
室
で

一
堂
に
会
す
る
の
は
、
平
成
一
七
年
度
の
史
料
館
新
営
一
〇
周
年
記
念
特
別
展

「
館
蔵
史
料
に
み
る
近
江
の
社
会
―
中
世
か
ら
近
代
へ
―
」
以
来
、
一
三
年
振
り

の
こ
と
で
あ
っ
た
（
伊
藤
晋
家
文
書
は
平
成
二
八
年
に
史
料
館
へ
寄
贈
）。

　

観
覧
者
は
六
九
四
人
（
学
内
二
六
七
人
、
学
外
四
二
七
人
）
で
、
昨
年
よ
り
二

七
一
人
増
加
し
た
。
学
内
で
は
、
授
業
で
観
覧
を
勧
め
る
な
ど
協
力
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
学
生
に
よ
る
観
覧
が
好
調
で
あ
っ
た
。
学
外
に
つ
い
て
は
菅
浦

文
書
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
も
あ
っ
て
、
県
内
は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
観
覧
に
訪
れ

た
方
が
例
年
以
上
に
多
か
っ
た
。

　

関
連
講
演
会
へ
の
参
加
者
は
一
一
六
人
で
あ
っ
た
。
当
日
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
も
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
が
、
会
場
（
彦
根
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
管
理

棟
三
階
大
会
議
室
）
が
暑
い
、
マ
イ
ク
の
音
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど
の
意
見

も
あ
っ
た
。
ま
た
従
来
の
講
演
会
は
学
祭
の
日
以
外
の
土
曜
か
日
曜
に
開
催
し
て

い
た
が
、
今
回
は
学
祭
期
間
中
と
し
た
た
め
、
そ
の
分
展
示
の
土
日
開
催
日
が
減

り
、
一
般
市
民
が
観
覧
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
く
な
っ
た
。
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
講
演
会
当
日
以
外
に
も
四
回
実
施
し
、
参
加
者
は
平
均

一
一
・
七
五
人
で
あ
っ
た
。

◇
「
菅
浦
文
書
」
の
再
調
査

　

今
年
度
も
史
料
館
で
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（
Ａ
））「「
菅
浦

文
書
」
の
総
合
調
査
及
び
村
落
の
持
続
と
変
容
の
通
時
代
的
研
究
」（
研
究
代
表

者
・
青
柳
周
一
、二
八
年
度
よ
り
五
年
間
）
に
基
づ
い
て
、
研
究
分
担
者
（
滋
賀

大
学
・
滋
賀
県
立
大
学
・
立
命
館
大
学
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
琵
琶
湖
博
物

館
の
教
員
・
非
常
勤
講
師
・
学
芸
員
）
お
よ
び
研
究
協
力
者
（
福
井
県
教
育
委
員

会
職
員
）、
研
究
補
助
者
（
京
都
大
学
院
生
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
・
米
原
市
教
育
委
員
会

調
査
員
な
ど
）
と
共
に
、
重
要
文
化
財
「
菅
浦
文
書
」
の
再
調
査
を
行
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
菅
浦
文
書
」
中
の
史
料
一
点
ご
と
に
、
研
究
史
上
で
ど
の
よ

う
に
解
読
・
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
点
検
し
て
デ
ー
タ
化
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
踏

ま
え
て
刊
本
『
菅
浦
文
書
』
の
翻
刻
文
を
原
本
と
照
合
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業

を
実
施
し
た
（
原
本
保
護
の
観
点
か
ら
、
実
際
の
照
合
作
業
に
は
主
に
デ
ジ
タ
ル

画
像
を
使
用
）。『
菅
浦
文
書
』
で
の
人
物
・
年
代
比
定
や
史
料
名
な
ど
に
も
再
検

討
を
加
え
た
。

　

作
業
は
研
究
会
形
式
で
六
回
行
っ
た
。
ま
た
長
浜
市
西
浅
井
町
菅
浦
で
現
地
史

料
の
調
査
と
撮
影
を
二
回
行
い
、
撮
影
に
つ
い
て
は
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

一
二
〇



こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
は
史
料
館
企
画
展
「
菅
浦
文
書
国
宝
指
定
記
念　

中
世
近

江
の
惣
村
文
書
」
を
共
催
し
た
（
先
述
）。
ま
た
一
一
月
二
五
日
に
史
学
会
大
会

の
中
世
支
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
村
落
研
究
と
菅
浦
文
書
」
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
本
共
同
研
究
の
研
究
分
担
者
が
報
告
者
等
と
し
て
登
壇
し
た
。
会
場

は
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
法
文
二
号
館
一
番
大
教
室
で
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
左
記
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

趣
旨
説
明
・
司
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
見
隆
之
・
高
橋
典
幸

　

報
告
１
「
戦
国
期
菅
浦
の
真
宗
門
徒
と
「
自
検
断
」―
新
出
史
料
を
も
と
に
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
河
内
勇
介

　
　
　

２
「
中
世
菅
浦
の
土
地
利
用
と
山
林
資
源
」　　
　
　
　
　



村
上
絢
一

　
　
　

３
「
消
費
論
か
ら
み
た
中
世
菅
浦
」　　
　
　
　
　
　
　
　



橋
本
道
範

　

コ
メ
ン
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
聡
・
似
鳥
雄
一

な
お
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
報
告
会
を
、
七
月
三
一
日
に
史
料
館
で
実
施
し

た
。

（
青
柳
）

◇
史
料
整
理

引
札
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
追
加
購
入
分
・
濱
村
家
引
札
（
彦
根
市
）・
別
所
村
木
村
家

文
書
（
大
津
市
）・
田
川
村
木
下
家
文
書
・
七
条
村
木
野
家
他
文
書
・
野
寺
共
有

文
書
（
長
浜
市
）

◇
収
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム 

新
規
公
開

　

館
蔵
引
札
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
一
九
四
点
）

◇
発
行

　

Ｓ
Ａ
Ｍ
に
ゅ
う
す
四
八
号
、
四
九
号

　
『
菅
浦
文
書
国
宝
指
定
記
念　

中
世
近
江
の
惣
村
文
書
』（
平
成
三
〇
年
度
企
画
展

　

図
録
）

◇
学
部
内
雑
誌
掲
載
日
本
史
関
係
論
文

『
彦
根
論
叢
』
第
四
一
六
号

「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
展
示
の
刹　

ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
国
立
療
養
所
園
内
施

設
の
現
在
」
阿
部
安
成

「〈
資
料
紹
介
〉
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
史
跡
め
ぐ
り
と
史
料
（
１
）

」

阿
部
安
成

『
彦
根
論
叢
』
第
四
一
七
号

「
加
賀
の
名
門
〝
横
山
財
閥
〟
の
企
業
統
治
能
力　

横
山
章
・
俊
二
郎
兄
弟
の

地
元
私
鉄
関
与
を
中
心
に
」
小
川
功

「〈
資
料
紹
介
〉
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
史
跡
め
ぐ
り
と
史
料
（
２
）

」

阿
部
安
成

『
彦
根
論
叢
』
第
四
一
八
号

「
中
部
山
岳
横
断
を
標
榜
し
た
〝
山
林
軌
道
〟
の
飛
躍　

金
明
鉄
道
の
個
人
起

業
者
・
小
堀
定
信
の
野
望
の
軌
跡
」
小
川
功

「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
が
記
録
し
た
明
治
中
期
の

彦
根
近
郊
の
農
事
風
景
」
金
子
孝
吉

「〈
資
料
紹
介
〉
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
史
跡
め
ぐ
り
と
史
料
（
４
完
）

」

阿
部
安
成

『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
年
報
』
第
二
五
巻

「
明
治
・
大
正
期
滋
賀
県
に
お
け
る
人
の
移
動
」
坂
野
鉄
也



一
二
一



「〈
資
料
紹
介
〉
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
史
跡
め
ぐ
り
と
史
料
（
３
）

」

阿
部
安
成

『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
叢
書
』
第
五
一
号

「
島
の
野
帖
か
ら　

ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
療
養
所
が
あ
る
島
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
か
ら
歴
史
を
縁
ど
る
試
み
」
阿
部
安
成

『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
研
究
叢
書
』
第
五
二
号

「
大
島
ユ
リ
イ
カ
｜
ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
の
歴
史

表
象
」
阿
部
安
成

　
◇
史
料
館
職
員

　

館
長
・
専
任
教
員　

青
柳
周
一

　

兼
任
教
員　

須
永
知
彦　
　
　

学
芸
員　

堀
井
靖
枝　

南
田
孝
子

　

非
常
勤
職
員　

溝
口
智
子

◇
運
営
委
員

　

阿
部
安
成　

坂
野
鉄
也　

山
田
和
代　

渡
邊
凡
夫　

井
澤
龍

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
五
十
二
号

一
二
二


